
地 域 と 人 権第1223号
1972年９月18日
第三種郵便物認可（ ） 2021年８月15日（毎月15日発行） （２）

「
上
か
ら
の
近
代
化
」が「
米
騒
動
」・部
落
問
題
を
残
し
た

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
⑮

米
騒
動
史
研
究
会
世
話
人　

井
本
　
三
夫

　

米
騒
動
に
は
近
世
・
明
治

の
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
有
名

な
第
一
次
大
戦
末
の
そ
れ
は

「
」
つ
き
で
「
米
騒
動
」
と

表
す
。「
米
騒
動
」
の
原
因

は
、「
大
戦
景
気
の
た
め
一

九
一
七
年
以
来
米
価
・
物
価

高
」
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

へ
、「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
始

ま
っ
た
た
め
」
と
謂
わ
れ
て

来
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で

は
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。

「
出
兵
が
始
ま
っ
た
」
と
い

っ
て
も
一
八
年
八
月
初
旬
の

段
階
で
は
ま
だ
少
数
の
先
発

隊
が
動
い
た
だ
け
で
、
そ
の

何
十
倍
・
何
百
倍
も
の
兵
力

が
動
い
た
日
清
・
日
露
の
開

戦
時
に
も
米
騒
動
な
ど
起
っ

て
い
な
い
。
し
か
も
シ
ベ
リ

ア
で
の
軍
用
米
は
全
て
植
民

地
朝
鮮
か
ら
運
び
出
し
た
の

で
、
兵
士
が
食
べ
る
筈
だ
っ

た
分
だ
け
本
土
に
は
余
裕
が

生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
こ
の
時
の
米
価
奔

騰
は
「
そ
れ
、
こ
ん
ど
は
戦

争
！
」
と
い
う
純
粋
に
投
機

的
な
も
の
、
つ
ま
り
既
に
一

七
年
春
以
来
騰
貴
し
て
い
た

か
ら
こ
そ
生
じ
た
、
二
次
的

効
果
に
他
な
ら
な
い
。

　

で
は
「
大
戦
景
気
の
た
め

一
九
一
七
年
以
来
米
価
・
物

価
高
」
と
は
ど
ん
な
も
の
だ

っ
た
か
。
実
質
米
価
上
昇
率

（
米
価
を
賃
金
で
割
っ
た
も

の
）
を
見
る
と
、
図
の
よ
う

に
一
七
年
春
か
ら
急
上
昇
し

て
二
〇
年
春
ま
で
一
貫
す
る

台
の
上
に
、
出
兵
開
始
期
で

あ
る
一
八
年
後
半
の
奔
騰
が

載
っ
て
い
る
二
階
建
て
米
価

騰
貴
で
あ
る
。
そ
の
一
階
部

分
で
あ
る
一
七
年
春
以
来

「
大
戦
景
気
の
た
め
物
価
・

米
価
高
に
な
っ
た
」
と
言
わ

れ
て
来
た
こ
と
に
、
二
つ
の

重
要
な
事
態
が
隠
さ
れ
て
い

る
。
一
つ
は
、
第
一
次
大
戦

が
そ
れ
ま
で
の
植
民
地
化
戦

争
や
日
露
戦
争
と
対
照
的

に
、
世
界
の
工
業
生
産
力
の

中
心
だ
っ
た
欧
州
列
強
自
身

　

部
落
問
題
も
ま
た
「
上
か

ら
の
近
代
化
」
ゆ
え
に
遺
さ

れ
た
旧
構
造
の
典
型
で
あ

る
。

維
新
政
府
は
部
落
民

を
、
明
治
四
年
一
月
の
兵
役

調
査
の
際
に
一
般
平
民
と
同

様
に
扱
い
な
が
ら
、
四
月
の

戸
籍
編
成
法
頒
布
で
は
「
穢

多
戸
籍
」
と
し
て
、
平
民
と

は
別
の
賤
民
扱
い
で
あ
る
。

ま
た
八
月
二
三
日
に
華
族
・

士
族
・
平
民
の
通
婚
を
許
可

し
た
が
、
部
落
民
だ
け
は
こ

れ
か
ら
外
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
後
で
政
府
は
八
月
二
八

日
に
、
エ
タ
・
非
人
の
解
放

令
を
出
し
て
形
式
的
に
は
華

族
・
士
族
・
平
民
の
構
成
に

統
合
し
た
が
、
歴
然
た
る
家

筋
差
別
が
の
こ
さ
れ
、
実
質

的
に
は
旧
身
分
か
ら
解
放
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
※
５

。

　

当
時
「
穢
多
」
は
二
八
万

余
、
非
人
は
二
万
三
千
余
、

そ
の
ほ
か
皮
作
り
な
ど
の
賤

民
が
八
万
余
人
、
計
三
八
万

三
千
人
余
と
さ
れ
て
い
る
。

「
穢
多
」
な
る
が
故
に
入
会

権
や
水
利
権
を
奪
わ
れ
て
い

た
部
落
民
の
な
か
に
は
、
平

民
同
等
の
立
場
に
な
っ
た
以

上
は
と
復
権
を
図
る
者
、
村

の
祭
礼
や
村
政
へ
の
参
加
を

要
求
す
る
者
が
現
れ
た
が
、

長
年
の
差
別
慣
行
の
打
破
は

容
易
で
な
か
っ
た
。
部
落
解

放
反
対
の
大
規
模
な
一
揆
が

不
平
士
族
の
煽
動
も
あ
っ

て
、

西
日
本
各
地
で
起
っ

た
。
発
令
直
後
の
一
〇
月
に

播
磨
・
但
馬
、
一
二
月
に
高

知
県
の
土
佐
郡
、
五
年
一
月

に
備
中
英
賀
郡
・
備
前
津
高

郡
、
六
年
五
月
に
美
作
東
北

条
郡
、
同
六
月
に
筑
前
嘉
穂

郡
、

同
七
月
に
丹
波
何
鹿

郡
、
備
後
御
調
郡
・

奴
可

郡
、
同
八
月
に
備
後
三
上
郡

・

恵
蘇
郡
な
ど
で
続
発
し

た
。
政
府
は
地
方
行
政
機
関

に
指
示
し
て
告
諭
を
出
し
て

意
義
の
徹
底
を
図
っ
た
が
、

解
放
令
発
布
直
後
の
四
年
一

一
月
に
岩
倉
・
大
久
保
ら
政

府
首
脳
は
、
大
挙
欧
米
視
察

に
出
発
し
て
十
数
カ
月
も
留

守
に
し
て
お
り
、
タ
テ
マ
エ

に
終
始
し
た
実
質
的
放
置
で

あ
っ
た
。
五
年
に
調
製
さ
れ

た
壬
申
戸
籍
に
は
、「
穢

多
」
と
書
か
れ
て
い
な
く
と

も
「
も
と
穢
多
」
と
か
「
新

平
民
」
と
書
い
た
り
、
職
業

　

１
．「
米
騒
動
」
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
か

や
旦
那
寺
の
記
載
の
仕
方
で

一
見
し
て
判
っ
た
。
し
か
も

旧
支
配
層
が
一
時
賜
金
や
金

録
公
債
を
交
付
さ
れ
、
士
族

授
産
な
ど
で
も
国
家
補
償
さ

れ
て
い
る
の
と
対
照
的
に
、

部
落
民
は
平
民
編
入
で
皮
革

業
特
権
や
減
免
措
置
を
失
っ

た
こ
と
に
何
の
行
政
補
償
も

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
被
差
別
部
落
民

は
、
最
も
過
酷
な
条
件
に
置

か
れ
た
勤
労
層
で
あ
っ
た
か

ら
、「
米
騒
動
」
で
最
も
果

敢
に
戦
っ
た
層
の
一
つ
が
部

落
民
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
亦
そ
う
で
あ
れ
ば

こ
そ
政
府
・
権
力
側
は
一
般

勤
労
者
と
の
分
断
を
策
し
、

差
別
的
弾
圧
・
差
別
的
裁
判

を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

�（
３
面
に
註
、
次
号
に
続
く
）

本
の
産
業
革
命
は
産
業
部
門

ご
と
の
発
展
が
不
均
衡
で
あ

り
…
…
、
繊
維
工
業
と
鉱
山

業
に
五
〇
〇
人
以
上
の
大
規

模
作
業
場
が
数
多
く
み
ら

れ
、
賃
金
労
働
者
も
両
分
野

に
集
中
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
分
野
の
労
働
は
比
較
的
単

純
な
た
め
、
低
賃
金
労
働
者

が
豊
富
な
後
進
国
日
本
は
有

利
な
位
置
に
有
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
重
工
業
（
＝
金

属
・
機
械
工
業
）
の
よ
う
に

多
額
の
投
資
設
備
と
熟
練
度

の
高
い
労
働
者
が
必
要
な
分

野
は
、
な
か
な
か
発
展
で
き

な
か
っ
た
。
…
…
日
本
の
機

械
工
業
は
せ
い
ぜ
い
修
理
を

担

当

す

る

程

度

で

あ

っ

た
」。「
急
成
長
を
遂
げ
た
綿

糸
紡
績
」
で
も
「
必
要
と
す

る
紡
績
機
械
を
も
っ
ぱ
ら
イ

ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
て
い

た
」。
他
の
諸
部
門
で
も
機

械
輸
入
が
続
い
て
い
た
こ
と

を
内
田
星
美
※
２

が
具
体
的

に
詳
述
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
機
械
輸
入
が
大
戦
で
途

絶
す
る
こ
と
で
設
備
投
資
に

困
難
が
生
じ
て
い
た
事
が
高

橋
亀
吉
※
３

に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
、
橋
本
寿
朗
に
よ
っ
て

大
戦
期
経
済
の
構
造
的
特
徴

を
な
す
投
資
制
約
問
題
と
し

て
明
確
・
総
合
的
に
把
握
※

４

さ
れ
た
。「
欧
米
か
ら
の

輸
入
困
難
と
い
う
条
件
下
で

…
…
そ
の
象
徴
は
鉄
不
足
、

電
力
不
足
、
染
料
不
足
等
の

供
給
の
隘
路
が
生
じ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
鉄
不

足
…
…
は
造
船
業
に
大
き
な

制
約
と
な
っ
た
」。「
こ
う
し

て
設
備
投
資
制
約
下
の
発
展

と
い
う
の
が
大
戦
期
の
特
徴

と
な
る
が
、
そ
れ
は
…
…
激

し
い
イ
ン
フ
レ
の
要
因
で
あ

る
」。

　

一
方
、
農
業
で
は
生
産
額

の
半
ば
に
も
達
す
る
小
作
料

を
、
し
か
も
現
物
で
取
り
上

げ
る
前
近
代
的
な
地
主
制
が

続
い
て
お
り
、
取
り
上
げ
た

小
作
米
を
出
来
る
だ
け
高
く

売
れ
る
よ
う
、
地
主
層
が
政

府
に
関
税
で
米
の
輸
入
を
抑

え
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

　

２
．
部
落
問
題
も「
上
か
ら
の
近
代
化
」の
遺
物

が
主
戦
場
に
な
っ
た
た

め
と
、
彼
等
が
世
界
市

場
か
ら
手
を
抜
い
た
た

め
に
、
米
日
（
や
後
発

近
代
化
国
）
が
未
曽
有

の
輸
出
ブ
ー
ム
に
な

り
、
一
九
世
紀
後
半
以

来
の
外
圧
が
最
大
限
後

退
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
二
つ
め
は
、
そ

れ
に
よ
る
未
曽
有
の
貿

易
黒
字
が
日
本
で
は
金

余
り
に
転
じ
、
投
機
横

行
を
招
い
た
こ
と
で
あ

る
。
何
故
で
あ
ろ
う
？

　

そ
れ
を
使
っ
て
拡
大

再
生
産
し
て
国
内
需
要

に
応
え
う
る
こ
と
に

も
、
米
の
輸
入
に
も
使

え
る
筈
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
其
れ
等
が
出
来

な
か
っ
た
理
由
を
指
摘

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

石
井
寛
治
※
１

は
こ

う
書
い
て
い
る
。「
日

実質米価上昇率

運動と部落など歴史的

船

地域の騒擾（黒は暴動）

製
造
機
を
輸
入
に
頼
り
続
け

て
来
た
産
業
革
命
の
移
植
性

と
と
も
に
、「
上
か
ら
の
近
代

化
」
だ
っ
た
故
に
残
っ
て
い

た
旧
構
造
に
他
な
ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
そ
れ
で
生
じ

た
米
価
・
物
価
騰
貴
に
対
し

て
全
勤
労
者
が
立
ち
上
が
っ

た「
米
騒
動
」は
、
幕
末
以
来

の
外
圧
の
下
余
儀
な
く
さ
れ

た「
上
か
ら
の
近
代
化
」を
、

そ
の
外
圧
が
最
大
限
後
退
し

た
欧
州
大
戦
期
に
「
下
か
ら

の
近
代
化
」
で
補
完
す
る
市

民
戦
期
と
し
て
の
意
味
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
維
新

期
と「
米
騒
動
」期
と
は
、
そ

の
よ
う
な
内
的
必
然
性
で
繋

が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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公
式
出
兵
出
発

日
米
出
兵
交
渉

ザ
バ
イ
カ
ル
沿
線
攻
撃
ー
ー

海
軍
陸
戦
隊
上
陸
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オ
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乗
り
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叶
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十
月
革
命
で
シ
ベ
リ
ヤ
流
動
化
ー
，

渾
〗

↓
拡
大

消費者

賃上げ騒擾（黒は器動）

廉
売

［
東
京

ニ
・

、
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塁 19年
（大正8)
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20年
（大正9)

足
尾
銀
山
（
栃
木
県
）

土
肥
金
山
（
静
岡
県
）

唐
虫
炭
坑
（
茨
城
県
）

'
青
島
占
領

ー

南
洋
群
島
占
領

ー
山
東
省
に
日
本
軍
上
陸

対
華
21
ケ
条
要
求
に
反
対
運
動

ー，

段
政
権
に
西
原
借
款
供
与

④
 

｝
運
動
一
体
化

不
買

i'
五
四
運
動
が
対
日
阻
米

ー
ベ
ル
サ
イ
ユ
会
議
で
山
東
省
返
還
問
題

i

三
．
一
独
立
運
動
、
朝
鮮
全
土
に

1

原
内
閣
の
蕪
湖
米
買
付
け
に
反
対
運
動

日
立
鉱
山
（
長
野
県
）

I
'

ソ
ウ
ル
・金
浦
、
米
騒
動
④

9
口
髯
旦
叶
闘
"5戸
木
の
買
占
め
）

ー＇
日
本
に
よ
る
江
蘇
米
買
付
け
に
反
対
運
動

中
鶴
炭
坑

1

日
華
軍
事
協
定

播
磨
崎
造
船

大
連
川
崎
造

，
春
以
後
、
台
湾
朝
鮮
に
賃
上
げ
ス
ト
続
発

西
陣
撚
糸

浅
野
造
船

福
岡
炭
坑

ー，
．台
湾
議
会
開
設
案
（
無
視
）

ー
「
台
湾
青
年
」
発
行

|
丁
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